
しくお願い申しあげます。 

来週は休会につき、いくつかご報告を申しあ

げます。 

☆会長報告☆ 

１.本日の週報に掲載の通り、最終年度を迎えま

すＷＣＳ事業の為、ネパールへ行って参りま

す。貧しい方たちの為の病院へのプロジェクト

に先方のＲＣ、病院関係者が心待ちにされてい

るとの事・・・今から胸の高まる想いがいたし

ます。 

２.先週、地区の卓話に引き続き翌日ＩＭ６組会

長・幹事会でＦＶＰについての勉強会がござい

ました。在本会長エレクトのこれからのご苦労

痛み入る次第です。 

３.先週土曜日、来る１２月８日の地区大会へ向

けての２回目のリハーサルに、石田実行副委員

長はじめ一部の皆様にご出席頂き、ありがとう

ございました。１２月１日に再度リハーサルを

経て、あとは本番を迎えます。 

４.先週木曜日にＮＯ５・６・７情報集会に出席

し、フレッシュなテーブルマスタのお蔭で楽し

いひと時を過ごせました。三谷・勝見・箕村さ

んありがとうございました。 

５.最後でございますが、私どもの尊敬いたす大

阪ＲＣの９０周年記念式典に永田幹事と出席

☆☆ １１月度の結婚記念日 ☆☆ 

 西井 幾雄  川原 和彦  浅川 正英 

 木村 忠夫  福井 興   橋本 守之 

 福原 哲晃  中川 政照  保倉 賢造 

 箕村 保          （以上敬称略） 

＊＊ 先 週 の 例 会 報 告 ＊＊ 

☆☆ 会 長 報 告 ☆☆ 

本日もご来訪のロータリアンならびにゲスト

の皆様こんにちは！お時間の許す限り、ごゆる

りとお食事・ご歓談下さいませ！ 

又、会員の皆様多数ご出席頂きありがとうご

ざいます。昨日あたりから随分と冷え込んでま

いりましたが、皆様くれぐれもご自愛下さい。一

方この寒気で、今週末あたりは、滋賀・京都・奈

良・六甲周辺は紅葉前線真っ盛りでしょう！今

年は久しぶりに大変美しく心が洗われる気がい

たします。世相も政局も混沌の昨今・・・紅葉狩

りにでも出かけたいものです。 

本日は、昨年末に大阪南ＲＣを中核に実施さ

れました、東日本復興資金支援事業の仲立ちを

して頂きました、南相馬ＲＣの宮城様がお越し

でございます。また来年２月開催のＩＭについ

て、大阪城北ＲＣから川本様、新堂様にお越しい

ただきありがとうございます。後程お話をよろ

☆☆ 今日のプログラム ☆☆ 

１）例 会 （2181回） 
２）ソング  里の秋 
３）卓 話 「ＴＶレポーターの『おいし       
 い！』は真実か」～グルメ番組のウラ、TV 
 のウラ、しゃべります～ 
    放送作家  桜井 ひろし 様 
           髙田 肇 会員紹介 
４）年次総会 次年度理事・役員選挙 
５）12月度定例理事会 

   次週（１２月６日）のお知らせ 

１）例 会 （2182回） 

２）国旗およびロータリー旗に礼 

３）ソング 君が代・奉仕の理想 

４）クリスマス家族会 

 ＮＯＶＥＭＢＥＲ ２９ ２０１２ ＮＯ．２１８１ 

電話(06)6345-1115(直通) 電話(06)6341-4411(ホテル) FAX(06)6344-8222 

E-mail:temma-rc@temmabashirc.xsrv.jp  http://temmabashirc.xsrv.jp 
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OSAKA-TEMMABASHI

事務局 〒530-0001 大阪市北区梅田1丁目9番20号 大阪マルビル第一ホテル 

例 会 毎週木曜日 12時30分 ヒルトン大阪４F 

会 長 川原 和彦  幹 事 永田 秀次  広報委員長 高良 尚志 
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＜四つのテスト＞１．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 



して参ります。 

１１月２９日例会終了後の年次総会におきま

して次年度理事・役員選挙を行います。なお本日

までに候補者のご推薦がございませんでしたの

で、先に指名委員会から指名されました次々年

度会長候補者 小寺一矢会員、次年度の副会長

候補者：髙田 肇会員・幹事候補者：中島康之

会員・会計候補者：南川和茂会員・理事候補者：

山田雅浩会員・中村健輔会員・三谷滋伸会員・中

野 格会員・山村朋史会員の選任のご審議をお願

いいたします。 

☆☆ 幹 事 報 告 ☆☆ 

① １２月７日（金）・８日（土）に地区大会が開

催されます。地区より「大会当日のご案内とお

願い」ならびに「名札」が届きましたので、本

日お配りしています。ご出席頂きます会員は

名札を必ずご持参の程お願いいたします。な

お、８日の本会議へご出席頂けます方々は、国

際会議場５F 受付場の中の、客席へ上がるエ

スカレーターの付近に１２時３０分頃にお集

まりお願いいたいます。また、ご登録頂けてい

ない会員のご家族・ご友人・知人の方（名札の

ない方）で、大会２日目の特別講演への参加を

ご希望の方には、入場整理券を配布させて頂

きますので、事務局までお申し出ください。 

② 創立４５周年記念写真撮影にご参加頂きまし

た会員各位に写真をお配りしています。 

③ 「新入会員歓迎会」のご案内を本日お配りし

ています。多数のご参加をお願いいたします。 

④ 「クリスマス家族会」出欠のご返事を事務局

までお願いいたします。多数の会員ならびに

ご家族のご参加をお願いいたします。 

⑤ №２・３テーブル情報集会の出欠のご返事を

事務局までお願いいたします。 

⑥ 次々週例会終了後、年次総会を開催いたしま

すので、ご出席よろしくお願いいたします。 

⑦ 次々週例会終了後「１２月度定例理事会」を開

催いたします。本日ご案内していますので、関

係各位宜しくお願いいたします。 

⑧ 次週１１月２２日（木）は定款により休会にさ

せて頂きます。なお、事務局もお休みさせて頂

きます。 

 ☆☆ 出 席 報 告 ☆☆（ ）内は会員総数を基準とした値 

国内ビジター ３名 会員総数 69名 

国内ゲスト  ２名 会員出席 51名(61名) 

外国ビジター ０名 出席規定適用免除 21名 

外国ゲスト  ０名 会員欠席 10名 

11月15日の出席率 83.61％ 

５週間前（10月25日）の 

メークアップを含む出席率 90.63％ 

メークアップ実施会員     4名（欠席者10名) 

 ♪大阪天満橋ローターアクトクラブ♪ 

１２月第１例会のお知らせ 

日 時：12月5日（水）19:30～20:50 

内  容：「平和になるためには？」 

    （担当：国際奉仕委員会） 

場  所：錦城閣 

登録料：3,000円 

登録先：幹事 谷 綾花 TEL：09051247458 

        mail：tenmabashi@2660rac.org 

登録締切：11月30日（金） 

 ☆☆ にこにこ箱 ☆☆ 敬称を略す 

南相馬ロータリークラブ支援ありがとうござい

ます。   第2530地区南相馬ＲＣ 宮城 住夫 

本年度ＩＭのＰＲにまいりました。よろしくお

願い申し上げます。 大阪城北ＲＣ 川本 達雄 

決してあの日を忘れません!! 南相馬市の皆々

様、復興を目指しお元気にお過ごし下さい。

 川原 和彦 

南相馬ＲＣ宮城直前会長様、ようこそお越し頂

きました。 石田 道夫 

大阪城北ＲＣの皆様 インターシティミーティン

グのご成功をお祈りします。 川原 和彦 

会長様 きれいな花ありがとうございました。

 浅川 正英 

４４ヵ年在籍表彰をうけて、自祝 福井 興 

在籍５ヵ年自祝 西村 功 

6ヵ月皆出席自祝 谷本 圭二 

6ヵ月ホームクラブ皆出席自祝 大矢 平治 

6ヵ月ホームクラブ皆出席自祝 山本 喬一 

福井先生 本日の記念卓話よろしくお願い致しま

す。 川原 和彦 

ＷＣＳ事業ネパール行きに際し、関係者に対し

大変お世話になり、ありがとうございました。 

 橋本 守之 

衣斐先輩 今年も揖斐川マラソンありがとうござ

いました。 川原 和彦 

平成24年11月15日  合計金   73,000円 

          累計金 1,156,000円 



☆☆ 先週（11 月 15 日）の卓話 ☆☆ 
創立４５周年記念卓話 

「クラブ創立45周年に想う」 

             福井 興会員 

大阪天満橋ロータリークラブ創立４５周年お

めで度うございます。クラブの創立が昭和４２

年１１月４日(1967)で、私の入会が翌年の４３年

１１月３０日ですので、光陰矢の如しと言いま

すが、アットー思う間に４４年の歳月が過ぎ

去ってゆきました。 

クラブ創立時の会長は長岡栄吉氏でした。氏

は古武士の如き風格の偉丈夫で、クラブの運営

方針は「質実・堅実」でした。それから半世紀、

最近のクラブテーマは「変化－change」、「照顧

脚下」、「絆」、「Enjoy rotary」、「peace」な

ど、人も変わったが、時代も変わった、クラブの

雰囲気も変わったと染み染み思います。しかし、

「ロータリーの綱領」、「奉仕の精神」、「各自

が業務を通して社会に奉仕する」、「四つのテス

ト、言行はこれに照してからの精神」は全く変

わっていません。最近、若い会員の入会もあり、

会員数も７０名に近づきました。各委員会の努

力と活発な活動により、明日に向かっての新し

い息吹きも感じられる昨今です。幾多の先達の

方々の御指導と御恩、会員各自の奉仕の努力が

あったればこそ今日の天満橋ロータリークラブ

が存在すると感謝しています。今後益々のクラ

ブの発展を祈念致します。 

＊＊ ビアフレンド会 ＊＊ 

今月のビアフレンド会は、１１月１５日（木）

午後６時から、福島区「ほたるまち」２fのダイ

ニングバー「レッドアンドブルー （Red＆Blue）」

で開催されました。 

ジャズのピアノ＆ボーカル 十川裕加さんを

招いてのライブ形式です。会員及び多数のゲス

トの参加を得、重里会員の乾杯のご発声後、十川

さんに、Fly me to the moon 他５曲を弾き語りで

披露していただき、最後は石川さゆりの｢天城越

え」をジャズバージョンで歌っていただいて、た

いへんな盛り上がりでした。 

今回のビアフレンド会は、「Ｊａｚｚ ａｔ ほ

たるまち」と銘打った移動例会で、いつものアサ

ヒビアレストラン（スーパードライ梅田）とは別

の会場で開くという、新しい試みのものでした。

出席いただいた会員の方々に感謝申し上げると

ともに、今後も第３木曜のビアフレンド会に会

員皆様のご参加をお待ちしております。 

＊＊ ＷＣＳ事業（速報） ＊＊ 

11月22日関西国際空港を出発した一行は、タ

イ・バンコックを経て、２３日早朝無事ネパー

ル・カトマンズに到着しました。 

＊＊ＲＡＣ第７７７回例会＊＊ 

11月21日に、錦城閣において地区RAC委員長、Ｏ

Ｂ・ＯＧ、他ＲＡＣ等、多数のゲストに御参加頂

き、第７７７回記念の例会を開催しました。 

☆☆ 本日のランチメニュー ☆☆ 

・小松菜のお浸し  ・蕪のそぼろ煮 

・鰤の照焼   ・生姜の炊き込みご飯 

・春菊とかき玉のすまし汁 ・香の物三種盛り 

 ・コーヒー 
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ロータリー財団の始まり（後篇） 一人のロータリアンの夢が現実に  

 

  

ロータリーの創始者の偉業に敬意を表す 

 ロータリー財団の発展の礎となったのは、ロータリーの創始者ポール・ハリスの偉大な業績に敬意を

表し、その死を悼むロータリアンたちの思いでした。『ロータリアン必携』(1995年)の『ロータリー財団』

には、 

 

 1947年1月27日に、ポール・ハリスがイリノイ州シカゴの自宅で亡くなりました。70か国以上30万人以

上のロータリアンがロータリーの創始者の死を悼みました。しかし、ポール・ハリスの死は、財団の転換

点になりました。（中略） 

 ポールの逝去で、寄付が国際ロータリーに相次いで寄せられるようになりました。財団はポール・ハ

リス記念基金を設け、ポールに敬意を表したいロータリアンに対して、財団強化のために寄付するよう要

請しました。その反響は素晴らしいものでした。翌年の7月までに、米貨130万ドル以上が寄付され、永年

の目標である200万ドルの寄付が射程距離に入ってきました。 

 1947年には最初の財団プログラムが実現されました。それは、高等研究奨学金と呼ばれるもので、1年

目は、米国、ベルギー、英国、フランス、メキシコ、中国の18人の若い人たちが選ばれ、他国でそれぞれ

の専門分野を勉学しました。当時は、この人たちはポール・ハリス・フェローと呼ばれていましたが、最

初の国際親善奨学生でした。 

 

とあります。その後、教育プログラムに、人道的プログラムに、このロータリー財団は貢献しています。 

 

花が開き実を結んだ 

 このシリーズの引用に度々登場する『奉仕の一世紀 国際ロータリー物語』には、「希望の財団」と

して、ロータリー財団に1章を取っています。そして、その結びには、次のように書かれています。 

 

 ロータリー財団が、これほど効果的なのは、資金と人を組み合わせるからである。アーチ・クランフ

はこのように述べている。 

「金だけでは、大したことはできない。 

個人の奉仕は、金がなければ無力である。 

この2つが組み合わされば、文明への天の恵みとなることができる。」 

 ポール・ハリスは1934年にクランフに出した手紙にこう書いている。「私たちは、あなたがこの運動

に何年も注いできた努力以外に、おそらくこれといった努力をすることなく、いつか、突然、自分たちが

何か非常に重要なものになっているのに気づくような気がする。」 

 ロータリー財団への支援が世界的ではなかったときに書かれたこの言葉は、先見的であった。クラン

フは1951年に亡くなったが、彼が大事にしたロータリー財団はすでに確かな現実になり始めていた。しか

し、自分のビジョンについて最も楽観的だった日のアーチ・クランフ自身でさえ、「小さなひらめき」と

彼が呼んだアイディアがこれほどの力を持つと想像したであろうか？ 

 

 ロータリー財団は、多くのロータリアンによって、大きく花開くことになりました。特に、日本のロー

タリアンの果たす役割は、ロータリー財団の大きな支えになっています。ロータリー財団に寄付をすると

き、ロータリー財団の資金を使ってさまざまな奉仕活動をするとき、アーチ・クランフの「小さなひらめ

き」が、その第一歩であったことを思い出してください。 

  

引用文献 『ロータリー日本五十年史』『奉仕の一世紀 国際ロータリー物語』 

 

『ロータリーの友』2004年11月号から 

（ロータリージャパン・ウェブサイトより 転載）  


